
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

項目 H26末

100%

100%
道路使用後
原状回復率

道路使用許可

条件履行率

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

成果目標の達成状況

○　道路交通に危険を及ぼす放置駐車等を排除し、安全で円滑な道路環境を確保することにより、交通事故の総量抑制と交通事故
死傷者の減少を図る。
○　道路使用に係る条件履行及び現状回復状況率100%を図る。

234,367 237,274 235,826

（予算案）

1. 道路使用許可調査業務 委託
・道路使用許可申請がなされた工事等について、条
件の履行、現状回復等の調査委託

合計

H27 H28

13,025

2. 自動車保管場所標章交付業務 委託 ・自動車保管場所現地調査、標章交付業務の委託

（指摘事項等） （対応）

28予算案

100% 100%

H29
目標

26年度 27年度 28要求

0.01 0.01

83

188,947

189,522 188,686 188,686

（当初）

12,618 13,025

34,115

事業番号 16 01 25 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 駐車対策等推進事業 担
当
課

部局 警察本部

課・局・室 交通規制課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail police-kotsukisei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
4-2  県民生活の安全確保

目指す姿

現状
（予算編成

時）

 車両保管場所現地調査、自動車保管場所標章交付事務及び道路使用許可確認事務において、厳格適正な審査を行うとともに、放
置駐車違反の取り締まりを推進し、放置駐車等を排除することで道路利用者の安全を確保し、交通の円滑化を図っている。

県が関与
する理由

　違法駐車等の交通の円滑化を阻害する要因を排除し、安全で円滑な交通環境を確保する。

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

道路交通法、自動車の保管場所等に関する法律、交通安全対策基本法

2  交通安全対策の推進 実施期間 S35 ～

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容

3. 放置駐車取締り対策
直接
委託

・放置駐車取締りに要する経費
・駐車監視員の導入による放置車両確認事務委託

32,227 35,563

（要求）

232,132 233,966 236,873 235,425

合計（A) 234,367 237,274 235,826

補正予算

目標 成果 達成状況

100% 100%

H27末
（見込）

H28

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

401 401

232,533

235,826

Aの
財源

401 401

当初予算 232,533 234,367 237,274予
算
額

前年度繰越

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点 事業内容を見直し、機器リース料を減額

 概算事業費（B（A）+C） 189,030 234,450 237,357 235,909

83 83 83

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

概　算
人件費

0.01 0.01


